
こどもの声を取り入れられる
地域づくり

日本大学法学部 橋爪 幸代



本日の報告

１ 自己紹介と研究のきっかけ

２ 子どもの権利について

３ 意見を聞かれ正当に重視される権利

〇国の取り組み

〇地域の取り組み

４ ワークショップ 出典：こども家庭庁HP



１ 自己紹介 橋爪幸代 （はしづめさちよ）

出典：日本大学法学部広報誌Journal
Vol.28.p.8.

専門は、社会保障法。特に、子ども福祉を中心に研究
しており、虐待からの保護法制、社会的養護にある子
どもたちの支援、リービングケア、ヤングケアラー、
子育て支援、ひとり親家庭への支援などをテーマに研
究をしています。



研究のきっかけとその後
• 大学生のころに、友人に誘われ児童文化研究会というサークルに入り、週
に一回、品川区にある児童養護施設に学習ボランティアに行っていた。ボ
ランティア活動中、さまざまな事件があり、虐待をされ保護されている子
どもたちについて考えるようになり、ゼミ選びの際に、社会保障法のゼミ
を選択した。卒論では、児童虐待問題を法的に問題を扱うのが難しく、断
念。

• 一度就職するも、翌年、社会保障法を専門とする研究者のいる大学院に進
学。

• その後、東京経済大学に着任中、イギ
リスのサセックス大学の大学院児童学
コース（Childhood and Youth 
Studies）へ。コース修了後（1年半）、
残りの半年間はドイツのミュンヘンに
あるマックス・プランク研究所にて研
究。



研究のきっかけとその後

• 2019年に日本大学法学部に着任。

日野市とのかかわり

• 2024年12月まで日野市福祉オンブズパーソンを務め、福祉サービスを
受けている地域住民の苦情相談対応を行っていた。現在は、厚生労働
省社会保障法審議会や行政事業レビュー、渋谷区行政不服審査会の委
員などを務めているが、人の困りごと、苦情を聞くのが最近の仕事の
ような気がする今日この頃。



２ 子どもの権利について
子どもの権利条約（1989年採択、日本は1994年に批准）

「弱くておとなから守られる存在」（保護の客体）

「ひとりの人間として人権をもっている」（権利の主体）

＊おとなと同様の権利＋成長の過程における保護や配慮が必要

★子どもの権利一覧をみてみましょう。



２ 子どもの権利について

出典：セーブ・ザ・チルドレン「３万人アンケートから見る子どもの権利に関する意識」



３ 意見を聞かれ正当に重視される権利（12条）
〇子どもたちの声：子どもの権利が守られていないと思うとき

・意見を提案するような機会があまりなかったり、実現が難しいからとい
うことで放置されていたりする時（高知県・16歳・女子）。

・「子どもだから」とか「子どもの考えなんて」とか言う理由で子どもが
頑張って意見を述べても相手にしてくれない大人が多いから（大阪府・16
歳・男子）。

出典：セーブ・ザ・チルドレン「３万人アンケートから見る子どもの権利に関する意識」



３ 意見を聞かれ正当に重視される権利（12条）
〇なぜ、子どもの参画が重要か

子どもにとって・・・

組織や協力団体にとって・・・

地域にとって・・・

出典：セーブ・ザ・チルドレン「３万人アンケートから見る子どもの権利に関する意識」



ロジャー・ハートの
『参加のはしご』

出典：奥田陸子編・監
『ヒア・バイ・ライト（子どもの
意見を聴く）の理念と手法』



３ 意見を聞かれ正当に重視される権利（12条）
〇日本における法制度の動向

こども基本法の制定（2023年4月施行）

日本国憲法および児童の権利に関する条約の精神にのっとり、全てのこ
どもが、将来にわたって幸福な生活を送ることができる社会の実現を目指
し、こども政策を総合的に推進することを目的としている。同法は、こど
も施策の基本理念のほか、こども大綱の策定やこども等の意見の反映など
について定めている。

〇こども家庭庁の取り組み

こども若者★いけんぷらす（こども・若者意見反映推進事業）



出典：
こども家庭庁



こども若者★いけんぷらすの取組事例

R5～6年度

・みなさんが願う人生や社会にするために、学校でどんな学びが
大切ですか？（文部科学省）

・悩みや困りごとがある時 あなたは誰かに相談できますか？
（内閣府）

・病気の治療のためにブタから心臓や腎臓をもらう異種移植、み
んなはどう思う？（厚生労働省）



こども若者★いけんぷらすの取組事例

・サステナブルな食の取組を広げるためにはどうしたらいい！？

（農林水産省）

・学校の授業で活用できる「政治や選挙に関する教材」について

（総務省）

・居心地のいい場所とは？～子育てを社会全体で支える雰囲気づ
くりについて思うこと~（経済産業省）



出典：こども家庭庁
「令和5年いけんひろば」



出典：こども家庭庁
「令和5年いけんひろば」



こども・若者から意見を聴く方法～地域での取組事例

出典：「こども政策決定過
程におけるこどもの意見反
映プロセスの 在り方に関
する調査研究 報告書」



こども・若者から意見を聴いた成果～地域での取組事例

出典：「こども政策決定過
程におけるこどもの意見反
映プロセスの 在り方に関
する調査研究 報告書」



こども・若者から意見を聴い
た成果～地域での取組事例

出典：「こども政策決定過
程におけるこどもの意見反
映プロセスの 在り方に関
する調査研究 報告書」



出典：「こども政策決
定過程におけるこども
の意見反映プロセスの 
在り方に関する調査研
究 報告書」



出典：「こども政策決定過程にお
けるこどもの意見反映プロセスの 
在り方に関する調査研究 報告
書」



映画紹介

参考：https://shogakko-
film.com/



ご清聴ありがとうございました。

この後、質問を受けた後、休憩をはさん
で、こどもが参加する「日野市」にする
ためのアイデアをグループごとに話し

合ってみましょう。



ワークショップ

①子どもの頃、自分の意見が聞いてもらえてうれしかったこと、
逆に聞いてもらえなくて悲しかったことを覚えていますか？

⇒どうしたら、こどもが意見を言いやすくなると思（おも）いま
すか？

人？場所？



ワークショップ

②日野市で、子どもの意見をとりいれる活動をするとしたら、ど
んな場面、テーマが考えられますか？

⇒～で困っているけれど、子どもの考えも聞いてみたい

⇒こういうイベントをやろうと思っているけれど、子どもはどう
思うか聞いてみたい

⇒～をつくろうと思っているけれど、子どもの希望を聞いてみた
い

など



グループの発表

グループで、どのような意見が出された
かきいてみましょう
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